
昭
和
三
十
二
年
度
研
究
発
表
会

研

究

発

表

要

旨

沈

直

之

と

小

説内
山

知

也

中
腐
の
元
利
・
長
麗
・
太
和
の
ζ

ろ
は
、
小
説
を
作
る
文

人
、
が
輩
出
し
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
人
沈
直
之
は
斡

怠
の
門
下
で
、
李
賀
・
社
牧
・
李
一
関
隠
に
影
響
を
与
え
た
と

言
わ
れ
る
。

沈
下
賢
集
に
は
、
数
儲
の
小
説
が
掲
載
さ
れ
て
残
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
の
作
品
が
、
彼
の
散
文
作
品
の
中
で
占
め
る

位
置
、
及
び
他
の
作
者
に
よ
る
小
説
と
の
位
誌
を
考
え
、

ζ

の
時
代
の
小
説
の
額
向
を
あ
と
ず
け
る
一
つ
の
手
が
か
り
と

し
た
い
。

(
梗
概
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whu 

沈
班
之
の
伝
記
に
つ
い
て

小
説
製
作
の
時
と
背
景
に
つ
い
て

小
説
の
領
内
に
つ
い
て

他
の
小
説
と
の
関
係

文
学
史
的
意
義
に
つ
い
て

鄭
人
精
神
の
一
考
察

緒

形

品目

i努

夫

「
搭
」
に
つ
い
て
、
漢
護
地
理
志
に
ハ
江
、
「
凡
良
好
悪

取
A

皆
勤
一
静
亡
常
、
随
君
上
之
情
欲
、
故
別
問
之
俗
、
」
と
あ
る
ο

ζ

の
地
理
志
の
見
解
を
中
、
り
に
し
て
、
「
的
問
」
「
精
神
」
「
思

想
い
の
関
連
、
及
び
「
熔
」
形
成
要
菌
「
精
神
a
}

遺
子
託
つ

い
て
考
え
る
。
つ
い
で
、
布
の
結
果
に
耕
一
ず
い
て
、
邸
入
精

神
及
び
剣
山
入
荷
神
と
先
泰
諸
子
思
想
(
特
に
申
不
窓
口
の
思
想
)

と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
、
ず
る
ο

な
ム
点
、
併
せ
て
、
先
秦
諸

7
7
思
想
の
起
源
問
題
の
一
川
崎
に
触
れ
た
い
。

詩
人
と
し
て
の
曹
不
一
の
評
価

心

m

K

1ド
庁

b
I
r

/
1一

-

/

A

引
'

市
問
主
(
一
八
七
j
、
二
二
六
)
の
詩
は
、
前
日
植
(
一
九
二

i

二
三
二
)
の
そ
れ
と
く
ら
べ
て
、
人
間
へ
の
興
味
に
於
て
燃

え
る
も
の
が
乏
し
い
。
と
き
に
よ
る
と
、
人
間
を
見
る
白
が

以
外
に
乾
燥
し
て
沿
り
、
立
つ
わ
り
き
れ
〈
し
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
従
来
考
え
ら
れ
て
来
た

よ
う
に
、
詩
人
と
し
て
の
曹
歪
を
低
く
評
価
す
る
ζ

と
は
危

険
で
あ
る
。
詩
人
と
し
て
の
曹
杢
の
関
心
は
、
突
は
ス
タ
イ

ル
の
問
題
に
有
?
た
よ
う
に
私
は
思
う
。
そ
れ
ま
で
は
、
経

俗
な
文
学
形
式
で
あ
っ
た
も
の
を
、
資
族
文
学
の
佼
世
に
、

更
に
は
芸
術
と
し
て
の
文
学
の
位
置
に
高
め
る
為
の
橋
渡
し

を
な
し
た
の
が
、
前
日
歪
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
詩
人
と
し
て

の
古
田
否
は
、
そ
と
に
於
て
燃
焼
し
た
で
あ
ろ
う
。

次

数
日

玄
字

の
実
相
方E

賀

栄

競
紅
一
回
の
学
問
は
玄
学
の
一
色
で
塗
ら
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、

そ
の
大
勢
は
玄
学
化
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
と
ζ

ろ
が
、
そ
の

玄
学
の
笑
体
は
何
か
に
つ
い
て
、
十
分
に
明
確
な
説
明
が
な

さ
れ
て
い
る
と
は
、
ま
だ
必
ず
し
も
言
え
な
い
現
状
に
あ

る
。
た
と
え
ば
、
老
荘
を
学
び
老
特
に
よ
っ
て
立
告
一
閃
す
る
の

も
の
は
、
す
べ
て
玄
学
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

「
玄
一
学
清
談
」
と
連
称
さ
れ
る
ζ

と
が
多
い
が
、
出
談
は
即

ち
玄
学
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
c

道
教
と
玄
学
と
は
笑
紫
内

容
の
上
か
ら
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
問
慌
に
仏

教
と
玄
学
は
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
か
c

等
々
の
問
題
は
、

税
警
な
い
し
南
北
朝
の
思
想
を
解
明
す
る
上
に
、
ど
う
し
て

も
解
決
し
て
わ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
ζ

と
で
あ
る
と
思
う
。

ζ

れ

に
つ
い
て
多
少
考
え
て
見
た
ζ

と
を
、
ぃ
、
ま
概
括
的
に
述
べ

て
日
ん
た
い
。幼
主
の
服
豆
に
関
ナ
る
風
間

と
白
石
と
の
論
争
に
つ
い
て

藤

川

正

数

正
徳
二
年
(
一
七
二
己
十
月
、
六
代
将
軍
家
主
淀
去

し
、
幼
主
芙
継
が
凶
歳
に
し
て
伎
を
嗣
い
だ
。
と
の
際
幼
主

家
継
に
服
忌
が
有
る
か
無
い
か
と
い
う
事
で
、
林
信
篤
鳳
問

と
新
井
君
美
白
石
と
の
問
に
、
放
し
い
論
争
の
行
わ
れ
た
事

は
、
周
知
の
話
川
れ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
争
に

於
け
る
礼
学
上
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
未
だ
論
及
さ
れ
た
者

が
な
い
よ
う
な
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
た
い
。
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論
語
の
外
題
に
つ
い
て

新

見

我
国
古
伝
写
本
中
に
は
、
論
一
訪
の
こ
と
を
、
「
円
珠
経
」

と
称
す
る
外
山
胞
が
存
す
る
。

ζ

の
出
後
の
有
る
最
も
士
口
い
も

の
は
、
建
武
凶
年
抄
本
で
あ
る
。
そ
の
外
宮
内
庁
警
陵
部
に

も
向
珠
五
冊
、
京
都
屯
谷
大
学
的
印
刷
図
書
館
に
も
向
じ
く
二

冊
存
ナ
る
c

何
れ
も
説
何
長
般
市
解
本
に
し
て
、
一
一
一
本
共
に
清

原
家
の
伝
本
で
あ
る
。
つ
v

ぎ
に
は
、
論
説
の
ζ

と
を
、
「
結

錆
」
又
は
、
「
喉
衿
」
と
も
一
世
間
っ
て
い
る
。
と
の
出
山
内
は
孟

子
及
孟
子
篇
談
、
漢
趨
蚊
一
誌
の
序
文
の
中
r
h

、
一
論
語
者
五

経
之
舘
錦
、
ム
ハ
芸
之
喉
衿
也
。
」
と
あ
る
。
め
っ
て
、
♂
誠
一
鰐

{呆

秀



と
喉
衿
」
と
は
、
も
は
や
後
撲
の
代
に
、
そ
の
外
題
の
持
し

た
事
は
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
が
、
し
か
し
、
「
悶
珠
経
」

に
つ
い
て
は
、
中
閣
に
も
見
山
お
ら
な
い
か
ら
、
或
は
、
我
博

士
家
が
つ
け
た
外
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
ζ

で
、
こ
れ
ら

の
外
題
に
つ
い
て
の
出
訴
を
究
明
し
よ
う
と
思
う
。

児
女
英
雄
伝
の
お
も
し
ろ
さ

づ
サ
ノ
』
、
+
小

τ~-m

ふ
4
1
7
4
4

一
!
↑
コ
ワ

語
学
的
乃
琵
風
俗
史
的
史
料
と
し
て
だ
け
偶
髄
が
有
る
滞

米
小
説
と
評
さ
れ
て
い
る
ζ

の
蓄
が
、
迂
腐
な
気
分
、
思
想

に
質
か
れ
な
が
ら
も
、
何
か
捨
て
難
い
も
の
を
有
っ
て
い
る

と
言
う
の
は
、
た
と
え
ば
当
時
か
ら
今
日
へ
か
け
て
の
、
人

々
の
気
分
や
鋲
い
を
、
い
ろ
い
ろ
と
反
映
し
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
か
。
路
島
な
る
庶
民
と
暗
愚
な
ら
ざ
る
人
々
の
気
分

を
反
映
し
、
ば
か
ば
か
し
さ
と
長
も
し
ろ
さ
、
加
十
部
と
真

実
、
保
守
と
進
歩
な
ど
の
片
鱗
を
の
ぞ
か
せ
た
作
品
で
あ
る

か
ら
ζ

そ
面
白
い
と
言
う
言
葉
を
言
え
る
と
思
う
の
で
、
そ

れ
ら
の
例
を
上
げ
て
述
べ
る
。

漢
文
(
中
国
文
)
お
よ
び
漢
文
学

会
中
留
学
)
の
理
想
的
教
育
体
制

寺

岡

竜

合

一
告
が
国
の
中
学
校
、
高
等
学
校
に
於
け
る
漢
文
(
即
ち
中

国
文
)
ム
ポ
よ
び
大
学
K
於
け
る
漢
文
学
(
即
ち
中
国
学
)
が

教
育
組
織
上
で
・
占
め
て
来
て
い
る
形
態
は
、
好
ま
し
い
も
の

で
あ
る
と
は
絶
対
に
一
言
え
ま
い
。
然
ら
ば
、
そ
の
好
ま
し
く

な
い
と
云
う
の
は
如
何
な
る
点
で
あ
る
か
。
ま
た
そ
の
好
ま

し
く
な
い
形
態
を
余
犠
な
く
さ
せ
ら
れ
て
来
て
い
る
の
は
如

何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
、
好
ま
し
い
盟

想
的
な
も
の
は
如
何
に
有
る
べ
き
か
を
具
体
的
に
論
究
ナ
る

と
と
に
す
る
。
民
国
初
、
中
期
の
経
学
観

と
そ
の
資
料

内

野

熊

一

郎

氏
国
初
、
中
期
に
か
け
て
、
西
欧
科
学
移
入
K
よ
り
、
「
経

学
」
が
如
何
に
再
検
一
討
さ
れ
、
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

か
、
を
究
明
し
、
併
せ
て
そ
の
資
料
を
展
示
し
た
い
。

昭
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三
十
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年
度
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究
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会

研

究

発

表

要

旨

王
弼
繋
辞
伝
注
の
存
在
に
つ
い
て

藤

原

高

田

力

陸
徳
明
が
そ
の
経
典
釈
文
叙
録
に
「
永
嘉
之
乱
施
氏
、
架

正
之
易
亡
、
孟
、
京
、
資
氏
之
日
制
、
人
無
伝
者
、
唯
鄭
康
成
、

壬
純
制
一
所
注
行
子
，
世
、
而
王
氏
為
世
所
章
、
今
以
王
為
主
、

其
紫
辞
以
下
王
不
注
、
相
承
以
韓
康
伯
続
之
、
今
亦
用
韓

本
バ
一
と
記
述
し
て
以
来
、
王
朗
自
坊
注
に
は
、
繋
辞
・
説
卦
・

序
卦
雑
卦
諸
伝
の
一
圧
が
存
在
し
た
百
が
っ
た
下
、
と
一
一
一
口
う
の
が
定

説
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
然
し
、
仰
木
し
て
定
説
の
通
り
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
か
。
斡
康
的
注
に
は

F

王
粥
日
d

と
し
て
引
用

ナ
る
誇
が
、
紫
辞
伝
に
三
条
、
雑
卦
伝
に
一
条
存
す
る
。
此

の
凶
条
は
何
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
此
の
疑
問
に
対
し

て
f

内
野
侍
土
は
グ
弘
決
外
胤
〈
抄
の
経
世
盲
学
的
研
究
d

に
於

て
、
中
村
学
士
は
グ
五
行
大
中
一
夜
間
引
易
・
尚
書
考
4

に
於
て

壬
弼
紫
辞
伝
の
存
在
を
推
論
ぜ
ら
れ
た
。
私
は
奈
良
興
指
於

経
時
所
蔵
の
斡
周
易
統
論
家
表
記
中
に
、
新
た

K
発
見
し
た

資
料
に
よ
り
、
一
二
皮
、
此
の
間
也
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
て

人
少
一
ア
」

4

0

v
i
d
V
7
J
t
b
y
 

衛
人
精
神
に
つ
い
て緒
形

暢

夫

前
諮
純
粋
法
家
と
日
せ
ら
れ
る
呉
川
也
・
指
数
の
共
通
問
題

に
つ
い
て
、
そ
の
'
半
、
す
く
と
こ
ろ
を
検
討
し
た
い
。

米
沢
本
黄
益
口
土
八
刊
本
史
記
の

特
色
に
つ
い
て

水

沢

利

忠

米
沢
r
h

伝
来
、
ゼ
る
北
民
主
口
夫
本
史
一
記
は
、
現
存
山
人
記
諸
版
中

随
一
の
逸
品
で
あ
る
。
そ
の
所
以
を
版
本
と
し
て
の
資
料
性

並
び
に
標
記
に
見
ら
れ
る
特
色
と
い
う
観
点
か
ら
明
ら
か
に

し
た
い
。
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賀

栄

治

礼
が
社
会
を
規
制
し
秩
序
を
維
持
す
る
も
の
と
し
て
、
す

ぐ
れ
た
中
図
的
な
伝
統
を
持
続
し
た
ζ

と
は
、
や
は
り
承
認

j
c
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
る
に
税
苦
時
代
は
、

中
国
精
神
史
上
、
礼
観
念
が
混
乱
し
、
弛
緩
し
た
時
代
と
評

さ
れ
、
従
っ
て
そ
の
社
会
は
、
風
俗
の
混
濁
、
礼
教
の
弛
廃

し
た
そ
れ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
来
し
て
然
り
で
あ

ろ
う
か
。

ζ

と
で
私
は
、
い
た
ず
ら
に
毅
菅
時
代
の
為
に
弁



議
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

ζ

の
時
代
の
礼
論
、

札
説
の
開
題
を
検
討
し
、
そ
の
問
題
点
と
、
問
題
と
ナ
る
方

向
と
、
問
題
に
対
ナ
る
論
誌
を
拾
し
ナ
ナ
め
て
い
く
い
き
方

を
乙
ま
か
く
考
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
放
出
一
回
人
は
礼
観
念

を
い
か
に
と
ら
え
た
か
、
ま
た
い
か
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た

か
を
明
ら
か
に
し
、
貌
国
一
日
を
ひ
と
し
な
み
に
礼
教
の
弛
廃
、

風
俗
の
混
潟
と
規
定
す
る
見
解
を
再
検
討
し
よ
う
と
ナ
る
も

の
で
あ
る
。
札
制
の
抑
制
密
化
、
な
い
し
そ
の
合
理
化
の
傾
向

は
、
し
ば
ら
く
措
き
、
主
と
し
て
礼
観
念
を
問
題
と
し
た

い
。
ま
た
錯
雑
し
た
論
説
は
、
当
然
そ
の
論
者
が
立
っ
て
い

る
揚
(
社
会
的
基
盤
を
も
含
め
て
)
か
ら
セ
パ
レ
ー
ト
ナ
べ

き
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
し
ば
ら
く
措
き
、
一
つ
の
試
論
と
し

て
、
中
居
文
化
意
識
史
の
一
コ
マ
と
し
て
の
説
奮
の
文
化
観

念
を
考
え
た
い
。

大
正
文
学
に
於
け
る
中
国
女
性
像

i
i
l森
鶴
外
「
魚
玄
機
」
に
つ
い
て

i
l

杉

森

正

弥

A
漢
文
V

に
造
詣
深
く
、
中
国
を
見
開
も
し
て
き
た
と
の
文

豪
が
、
中
閣
の
女
性
像
を
み
ご
と
に
描
き
つ
つ
も
、
辛
亥
革

命
の
誼
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
さ
中
に
沿
い
て
、
現
実
の

中
層
女
性
に
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

王
世
貞
と
友
宏
道
松

下

忠

学
界
の
通
念
と
し
て
は
、
五
世
貞
は
古
文
辞
派
格
調
説
の

主
張
者
、
震
宏
道
は
反
吉
文
辞
派
性
霊
説
の
主
張
者
と
し
て

真
向
か
ら
対
立
ナ
る
人
物
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
然
る
に
両
者
の
主
張
に
は
、
類
似
点
が
極
め
て

多
い
。
と
の
事
は
例
え
ば
、

ω性
霊
の
諮
の
使
用
、

ω詩
文

変
遷
論
、

ω学
問
教
養
、
川
向
復
古
の
説
、
同
白
蘇
に
対
ナ
る

私
淑
、
附
そ
の
他
詩
文
論
に
於
け
る
具
体
例
等
に
於
て
一
説
明

ナ
る
ζ

と
が
出
来
る
。
然
ら
ば
両
者
の
問
に
は
如
何
な
る
密

接
な
交
渉
が
有
っ
た
か
と
い
う
点
が
問
題
に
な
る
と
思
う

が
、
そ
の
証
拠
は
適
礁
に
つ
か
む
と
と
が
困
難
で
あ
る
、
市

し
て
本
論
考
の
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
証
拠
の
有
無
は
、
必
ず

し
も
問
題
に
し
な
く
と
も
良
い
と
思
う
。
以
上
の
諸
頃
に
つ

「
i
J

い
て
考
察
し
、
結
論
と
し
て
、
ー
性
窓
説
の
先
唱
は
玉
世
点

「
t

e

J

f

e

s

h

で
あ
る
と
と
。
日
更
に
思
い
切
っ
て
表
現
す
る
と
、
哀
宏
道

の
性
霊
の
基
盤
は
王
世
貞
の
詩
人
論
で
あ
る
と
と
を
明
ら
か

に
し
た
い
。高
等
学
校
に
於
け
る

漢
文
教
育
の
問
題
点大
野

知

二

L

学
校
に
於
け
る
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
上
の
問
題
点

Z

漢
文
に
対
す
る
、
認
識
上
の
問
題
点
に
つ
い
て

円
べ
仏
教
科
書
の
単
元
配
置
に
長
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

4

漢
字
と
の
関
連
に
お
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

丘
漢
文
法
の
取
扱
い
に
沿
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

&
学
習
活
動
k

b
け
る
問
題
点
に
つ
い
て

め
社
会
科
的
学
習
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か

糾
補
助
教
材
の
使
用
に
つ
い
て

門
人
漢
文
を
国
語
科
の
中
に
入
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て

5学ミ

ミ会2

2案ミ

Z報i

O
昭
和
三
十
二
年
度
漢
文
学
会
総
会
次
第
(
六
月
三
十
日
)

〔
研
究
発
表
会
〕

一

、

沈

直

之

と

小

説

(

新

潟

大

)

内

山

知

也

氏

一
、
鄭
人
精
神
の
一
考
察
(
教
育
大
)
緒
形
暢
夫
氏

一
、
詩
人
と
し
て
の
曹
歪
の
評
価(
教
育
大
)
鈴
木
修
次
氏

一
、
説
晋
玄
学
の
実
相
(
北
学
大
)
加
賀
栄
治
氏

一
、
幼
主
の
服
忌
に
関
ナ
る
鳳
向
と
白
石
と
の

論

争

に

つ

い

て

(

香

川

大

)

藤

川

正

数

氏

一
、
論
語
の
外
題
に
つ
い
て
(
東
学
大
)
新
美
保
秀
氏

一
、
児
女
英
雄
伝
の
必
も
し
ろ
さ(
北
学
大
)
杉
森
正
弥
正

一
、
漢
文
(
中
国
文
)
及
び
漢
文
学
(
中
国
学
)
の

理
想
的
教
育
体
制
(
福
井
大
)
寺
間
島
竜
含
氏

〔
講
演
〕

一
、
民
国
、
初
・
中
期
の
経
学
綴
と
そ
の
資
料

(
教
育
大
)
内
野
熊
一
郎
氏
/
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〔
総
会
〕

一
、
報
告

L
庶
務
報
告

Z

研
究
報
告

丘
会
計
報
告

O
昭
和
三
十
二
年
度
月
例
会

心
十
一
月
例
会
(
十
六
日
)

鈴
木
委
員

鎌
田
委
員
、
前
野
委
員

安
居
委
員
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